
 

 

 

 

 
 

 

 平成 24 年（2012 年）貿易概況〔速報〕  
 全国の貿易概況 

   平成24年の貿易額は、輸出は船舶、半導体等電子部品等が減少し、63兆7,446億円 

対前年比▲2.7％の減少（2年連続の減少）となった。 

 また、輸入は液化天然ガス、原粗油等が増加し、70兆6,720億円 対前年比＋3.8％の 

増加（3年連続の増加）となった。 

      その結果、差引額は▲6兆9,273億円となり、第二次石油危機直後の1980年(2兆6,129億円) 

       を大幅に上回る過去最大の赤字となった。 

 

  長崎税関管内の貿易概況      （資料提供：長崎税関） 

 

 

 

 

◎長崎税関管内港別貿易額[平成24年分]  （単位:百万円）  

※前年比１０％以上の増減 があったものは青字（増加）、赤字（減少）で表示  

区 分 

輸       出 輸       入 

２４年分 対前年比 ２４年分 対前年比 

管内合計 ４２７，１２１ ７８．５％ １，７３９，５８８ ９５．８％ 

長    崎 １１９，０６９ ７７．０％ ６５，０７８ １０８．７％ 

長崎空港 １７２ ２．４倍 １，０２８ ２．０倍 

佐 世 保 １８３，０７２ ９１．９％ １３３，６４３ ９８．８％ 
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< 輸出：2年連続のマイナス> 

鉄鋼のくずは増加したが、船舶類、 

一般機械等の減少により、2年連続の 

マイナス 

4,271億21百万円 

(対前年比▲21.5%) 

< 輸入：3年ぶりのマイナス > 

飼料、化学製品は増加したが、鉱物性 

燃料、穀物及び同調製品等の減少により 

3 年ぶりのマイナス 

1 兆 7,395 億 88 百万円 

(対前年比▲4.2％) 



区 分 

輸       出 輸       入 

２４年分 対前年比 ２４年分 対前年比 

三 池 ７６，４００ ５７．８％ ３５，７４３ ９２．６％ 

八 代 ９，１２９ １０５．１％ ４２，９５３ １０２．４％ 

熊 本 ８，６３４ ９０．９％ ５，２８１ ８９．８％ 

三 角 ３，５０２ ９７．３％ ３５，５０５ ９４．８％ 

水 俣 － 全減 ９，８７５ １１５．２％ 

熊本空港    ３１ 全増 ４ １９５．７％ 

鹿 児 島 ３，１０２ ８７．８％ １，２４６，９０１ ９３．９％ 

鹿児島空港 ３，６６５ １２０．０％ １，４０３ ８７．０％ 

志 布 志 １４，４８６ ５５．９％ １２７，２８６ ８９．７％ 

川 内 ４，１２３ １１９．５％ ２８，７９９ ２．６倍 

枕 崎 １，７３５ ３．５倍 ６，０９０ １０６．１％ 

※長崎港には、松島港を含む     ※佐世保港には、松浦港及び福島港を含む            

※鹿児島港には、喜入港を含む 

 為替レート：税関長公示レートの平均値 

   平成 24 年平均：７９.55 円／ドル （前年：７９.97 円／ドル比 ０.5％円高）    

  


